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今回のベースアップでも職責を重視した所定昇給額を算出基礎に用いられたことから大きな差が生じました。また、物価上昇分にも追いついていません。さらに夏季手当について

も、会社は「直近の業績を見て判断する」と繰り返し述べたにもかかわらず、２.７ヶ月の低額となったことは誰もが納得できるものではありません。 

全社員が支給対象とされない都市手当や、実施時期に期ずれのある処遇改善まで含み「６％の賃上げ」と公表しました。交渉で会社は「多く見せる・高く見せることは当社の魅力

として示すためであり問題ない」と平然と回答し、今まで奮闘してきた組合員・社員を欺き、蔑ろにする経営姿勢が明らかになりました。そのような経営姿勢を認めることはできま

せん。 

 

「２０２４年度賃金のベースアップ」にあたっては、物価上昇に負けないベースアッ

プの実現と、赤字決算を経験した中でも、様々な施策を担い黒字基調を堅実なものにし

てきた私たち労働者の努力に応えるべく、働きがい・生きがい・心の豊かさを実感できる

環境・労働条件の実現を求めてきました。職場では組合員自らの要求根拠をつくりあげ

2024 年 3 月 25 日（月） 

第 4 9 号 

【
す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
】 

る輸送サービス労組運動として定着した一根拠運動を基礎に運動をつくり出してきまし

た。申27 号・申31 号と、ベアと夏季手当は議論を分けて団体交渉に臨み、真摯かつ

誠実に向き合い、職場からの声を訴えてきました。労使の建設的な議論を経て、３月８日

第４回団体交渉において会社より回答を受けました。 
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係職１等級・・・2.000円 

係職２等級から主任職２等級・・・3,000円 

主務職、主幹職 A・B、技術専任職・・・2,000円 

基準内賃金の 
（エルダー社員：基本賃金の） 

全社員一律 

（エルダー組合員を含む） 

➢ 
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2.7  

所定昇給額の増額 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

確
認
し
た
労
使
共
通
基

支給水準（令和６年度の新賃金・夏季手当のポイントより） 
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げ
た
「
安
全
計
画
２
０
２
３
」
の
最
終
年
度
に
感
電
、
墜

落
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
２
名
の
尊
い
命
が
残
念

な
が
ら
失
わ
れ
た
。
発
生
し
た
事
象
が
説
明
さ
れ
る
が
、

背
後
要
因
や
事
故
の
本
質
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
会

社
は
個
人
の
問
題
に
切
り
縮
め
た
対
策
を
打
ち
出
す
こ

と
に
固
執
し
て
い
る
。
東
北
新
幹
線
上
野
・
大
宮
間
で
発

生
し
た
電
力
設
備
故
障
と
そ
の
後
の
感
電
事
故
で
は
「
設

備
の
検
査
手
法
を
社
員
が
誤
解
し
て
い
た
」「
送
電
し
て

い
る
こ
と
は
作
業
員
に
は
伝
え
た
」
と
メ
デ
ィ
ア
に
説
明

し
、
企
業
統
治
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
露
呈
し
た
。

社
員
を
守
ら
な
い
と
い
う
経
営
姿
勢
を
重
ね
重
ね
、
痛
感

す
る
。
▼
Ｊ
Ｒ
発
足
後
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
を
含
め
た
社

員
１
９
２
名
の
命
が
業
務
中
・
作
業
中
に
失
わ
れ
た
。
言

う
ま
で
も
な
く
死
亡
事
故
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
間
、
様
々
な
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
経

験
労
働
を
積
み
重
ね
、
技
術
・
技
能
や
判
断
力
を
持
ち
、

そ
れ
を
次
に
継
承
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
（
人
財
）
が

何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
何
で
も
語
り
合
え
る
安

全
で
働
き
や
す
い
職
場
風
土
の
確
立
こ
そ
が
、
安
全
へ
の

近
道
で
あ
る
。
▼
冒
頭
で
述
べ
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
２
名

の
作
業
員
に
対
し
、
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
改
め

て
「
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
は
起
こ
さ
せ
な
い
」
と

い
う
強
い
決
意
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
に
臨
む
。 

 

（
Ｙ
・
Ｉ
） 

▼
「
パ
ー
ト
ナ
ー
会

社
を
含
め
た
社
員
の

死
亡
事
故
０
」
を
掲

主 役 は “ 一 人 ひ と り の 仲 間 ”  全 職 場 か ら の 創 造 を ! 

 水戸地本レールクラブでは、地域の皆さまと

ともに２月に笠間市、３月にひたちなか市での

地域イベントに出展してきました。どちらのイ

ベントでも多くの家族連れの方にご来場頂き

ました。運転体験などを通じて子どもたちへ鉄

道の魅力を発信するとともに、運行ダイヤや駅

の窓口廃止などさまざまな意見も頂きました。

労働組合として未来にどのように鉄路を残し

ていくか考えていく必要があります。 

r 優秀な人材の確保・定着を図れるよう賃金
をはじめ労働条件の向上・働きやすい環境
の整備に取り組んでいく 

  

２月 24 日、横浜線中山駅構内にて発生した墜落死亡事故によって尊い命が失われました。原因は明け取り用ガラス（天窓）

を踏み抜いたとされていますが、徹底した原因究明を行い、その原因に至る背後要因を掴み出し、それら全てに再発防止策を講

じなければなりません。 

この間、輸送サービス労組は繰り返し発生する事故を個人の問題として切り縮めず、真の原因究明を図るべく職場現実から管

理上の問題、教育・本人の習熟度、工期や予算面、労働環境など様々な視点で議論し、いつ大事故が発生してもおかしくない命が

脅かされている状況であることを指摘し続けてきました。しかし、会社は真の原因究明に至る前にルールの再徹底や改定を打ち

出すことに固執しています。 

３月６日、東北新幹線郡山駅にて発生したつばさ号のオーバーラン（プレス発表にて520ｍと報道）に関しては、２０２２年

12月にも同様の事象が発生し、輸送サービス労組は申し入れ（２０２２年度申20号）を行い、列車を併合（Ｊ＋Ｌ編成等）し

ての運転など対策を議論してきました。事故直後にはこのような暫定対策が取られていましたが、時間の経過とともに希薄化し、

安全対策よりご利用実態に応じた適正な運行確保に重きがおかれた結果、このような事態を招いてしまいました。また、分岐器

の制限速度（時速80キロ）を大幅に超える時速約１４５キロで通過したことから脱線転覆の危険性もありましたが、会社は「ポ

イントの制限速度は乗り心地のために設定されたもので、倍の速度で通過しても脱線の危険性はなかった」と説明するなど、原

因究明と背後要因から目を背けるばかりか、事故を矮小化しています。そのような姿勢が昨今の事故の多発を招いており、組織

事故であることを会社は自覚すべきです。このままでは策定された「安全計画２０２８」も絵にかいた餅と言わざるをえません。 

１ 月 23日 東北新幹線上野・大宮間にて重錘ロッドが破断したことにより大規模停電が発

生。また、復旧作業中に感電事故が発生 

2月 2 2日 横須賀線東京トンネル内で、100㎏を超えるコンクリート片が落下 

2月 2 4日 横浜線中山駅構内で明け取り用ガラス（天窓）を踏み抜く墜落死亡事故が発生 

３月６日 東北新幹線郡山駅にてつばさ121号が所定停止位置を約520ｍ行き過ぎ、 

停止信号の出発進路を冒進 

中央本部はこれらの事故を受けて

以下の通り申し入れを行いました。

経営姿勢を是正するとともに、安全

分科会など、職場での安全に関する

議論を強化し〝命〟を守り、安全で

安心な鉄道輸送を職場からつくり上

げましょう。 

２月 18 日(日) 笠間市地域交流センターいわま 

鉄道模型走行会を開催し、 

地域の皆さまと交流を深める! 
 

私 た ち の 要 求 

 

 

会
社
回
答 

3月 21日 第 2回交渉にて下記事項を確認 

定期的な開催により、リピートしてご来場される方も多くなっています。より一層の発展を目指し

今後も取り組んでいきます。機会があればぜひご来場ください！     （水戸地本レールクラブ発） 
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2024 年４月 24 １３時 15 判決

控訴審

すべての仲間の力で“完全勝利判決”

 

３月28日（木）10時30分から東京都労働委員会に

おいて、第３回調査が行われます。          

同日、報告集会を50名の参加で開催しました。報告集

 

５月９日（木）10時30分から東京都労働委員会にお

いて、第５回調査が行われます。 

 

４月11日（木）10時00分から東京都労働委員会に

おいて、第５回調査が行われます。 

２
０
２
４
年
３
月
１
日
、
朝
霞
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本

部
・
八
王
子
地
本
を
は
じ
め
、
さ
い
た
ま
車
掌
区
分
会
・
京
葉
運
輸
区
分

会
、
そ
し
て
武
蔵
野
線
５０
年
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た
先
輩
方
に
も
お
越
し

頂
き
、
東
所
沢
電
車
区
分
会
解
散
大
会
お
よ
び
武
蔵
野
運
輸
区
分
会
結
成

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

会
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
武
蔵
野
線
乗
務
員
基
地
再
編
成
施
策
に
よ
る

異
動
と
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
く

中
で
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
業
務
を
担
う
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
事

故
事
象
も
多
く
な
る
中
で
旧
東
所
沢
電
車
区
分
会
で
は
、
安
全
分
科
会
を

中
心
に
安
全
集
会
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

乗
務
員
基
地
再
編
成
施
策
の
会
社
に
よ
る
説
明
で
は
、
効
率
的
な
業
務

運
営
体
制
の
構
築
や
運
転
士
や
車
掌
業
務
の
「
融
合
と
連
携
」
が
強
調
さ

れ
、
施
策
を
担
う
組
合
員
の
働
き
が
い
や
幸
せ
な
ど
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
武
蔵
野
運
輸
区

発
足
以
降
、
ラ
イ
ン
管
理
が
す
す
め
ら
れ
、
労
働
条
件
や
労
働
環
境
は
悪

く
な
り
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
意
図
的
に
と
ら
さ
れ
な
く

な
り
、『
個
』
の
職
場
が
つ
く
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
、「
武
蔵
野

線
・
京
葉
線
を
乗
務
す
る
分
会
で
議
論
す
る
場
を
作
る
こ
と
が
必
要
」
と

い
う
問
題
意
識
か
ら
、
最
初
は
旧
東
所
沢
電
車
区
分
会
と
さ
い
た
ま
車
掌

区
分
会
で
月
に
一
度
集
ま
り
、
乗
務
員
基
地
再
編
成
施
策
に
関
す
る
こ
と

を
中
心
に
議
論
し
、
団
体
交
渉
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ラ
イ
ン
管
理
の
観
点
か
ら
運
輸
区
と
し
て
先
に
発
足
し
て
い

た
京
葉
運
輸
区
分
会
や
本
部
も
参
加
す
る
形
で
、
武
蔵
野
・
京
葉
ラ
イ
ン

会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
会
議
で
は
発
足
間
近
に
な
っ
て

も
、
質
問
に
何
も
答
え
な
い
会
社
の
姿
勢
に
対
し
て
私
た
ち
が
や
る
べ
き

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
、
働
く
環
境
が
変
わ
っ
て
不
安
は
あ
る

が
、
明
る
く
・
楽
し
く
・
人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
環
境
を
創
る
こ
と
。

そ
の
為
に
ラ
イ
ン
４
区
は
固
い
絆
で
連
帯
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て

き
ま
し
た
。 

武
蔵
野
運
輸
区

は
３
月
１６

日
に

発
足
し
ま
し
た

が
、
職
場
で
は
多

く
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
お
い
て
も

結
成
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
も
あ
る
「
明
る

く
楽
し
く
活
気
あ

ふ
れ
る
職
場
、
な

ん
で
も
言
い
合
え

る
職
場
風
土
で
安

全
な
職
場
を
創

る
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
輸
送
サ

ー
ビ
ス
労
組
に
結

集
す
る
仲
間
を
拡

大
し
て
い
き
ま

す
。（
武
蔵
野
運
輸

区
分
会
発
） 

 

  

 


